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僧
侶
娼
五
〇
年
に
寄
せ
て

亀
　
山
　
美
　
知
　
子

本
年
は
、
昭
和
〓
ハ
年
（
一
九
四
〓

に
保
健
婦
が
誕
生
し
て
か
ら
、
丁
度
五

〇
年
目
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ

る
。も

っ
と
も
、
昭
和
〓
ハ
年
に
保
健
婦

誕
生
の
起
源
を
求
め
た
根
拠
と
い
う
の

は
、
そ
の
年
の
七
月
一
〇
日
付
で
「
保

健
婦
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ

り
、
保
健
活
動
に
か
か
わ
る
看
護
婦
や

産
婆
が
登
場
し
た
の
は
、
さ
ら
に
二
〇

年
ば
か
り
前
の
大
正
期
ま
で
潮
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

大
正
期
は
世
界
的
な
公
衆
衛
生
活
動

の
幕
明
け
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一

九
一
四
、
一
五
年
（
大
正
三
、
四
）
　
の

第
一
次
世
界
大
戦
に
起
因
す
る
。
大
戦

後
、
欧
州
各
国
は
自
国
民
の
疲
弊
に
気

づ
い
た
の
で
あ
る
。
国
民
の
疲
弊
は
そ

の
ま
ま
国
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
軍

事
力
と
し
て
の
兵
力
の
増
強
も
必
要
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
戦
後
復
興
の

た
め
の
労
働
力
の
確
保
と
い
う
問
題
も

ま
た
急
務
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の

た
め
の
保
健
政
策
の
一
環
が
、
公
衆
衛

生
事
業
に
か
か
わ
る
看
護
婦
の
養
成
で

あ
っ
た
。

当
時
、
す
で
に
結
核
撲
滅
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
万
国
赤
十
字
連
盟
に
対

し
て
協
力
を
求
め
た
国
際
連
盟
は
、
一

九
二
〇
年
（
大
正
九
）
　
に
第
一
回
公
衆

衛
生
看
護
婦
講
習
会
を
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
各
国
に
そ
の

参
加
を
呼
び
か
け
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ

に
呼
応
し
、
日
本
赤
十
字
社
は
自
社
看

護
婦
の
参
加
を
企
画
し
た
も
の
の
、
時

間
的
な
余
裕
が
な
く
、
同
社
は
翌
年
の

第
二
回
講
習
に
全
国
の
看
護
婦
の
中
か

ら
語
学
力
な
ど
を
含
め
た
有
能
な
候
補

者
を
選
出
し
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
ベ
ッ

ド
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
派
遣
し
た
。

そ
の
第
二
号
と
な
っ
た
の
が
田
淵
政
代

で
あ
っ
た
。
続
い
て
翌
年
派
遣
さ
れ
た

の
が
井
上
な
つ
ゑ
で
あ
る
。
二
人
は
、

そ
の
後
、
体
操
の
指
導
な
ど
を
含
め
た

公
衆
衛
生
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
。一

方
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
聖
路
加

国
際
病
院
も
ま
た
母
子
保
健
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
訪
問
看
護
事
業
に
着
手
し

た
。
さ
ら
に
は
、
関
東
大
震
災
後
の
救

護
活
動
に
は
恩
賜
財
団
済
生
会
な
ど
も

被
災
者
に
対
す
る
巡
回
看
護
事
業
に
取

り
組
み
、
い
わ
ば
日
本
型
の
保
健
事
業

が
崩
芽
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
も
い
え

る
。
同
様
の
こ
と
は
全
国
各
地
で
も
起

こ
り
は
じ
め
、
農
村
・
漁
村
な
ど
で
地

道
な
活
動
を
続
け
る
看
護
婦
や
、
巡
回

産
婆
と
し
て
生
活
困
窮
者
の
援
助
活
動

に
参
加
す
る
産
婆
の
姿
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
各
地
で
公
衆
衛
生
活
動
に

か
か
わ
っ
た
看
護
職
は
、
百
を
超
え
る

名
称
、
不
統
一
な
資
格
、
待
遇
の
中
で

黙
々
と
人
び
と
の
健
康
増
進
の
た
め
に

働
き
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
期
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
後

半
、
日
中
戦
争
の
開
始
、
と
微
妙
な
世

相
の
中
に
歩
み
出
し
た
。
そ
の
中
で
、

聖
路
加
の
平
井
雅
恵
は
東
京
市
の
公
設

保
健
所
（
京
橋
館
）
　
の
初
代
の
館
長
の

地
位
に
就
任
し
た
。
昭
和
一
〇
年
（
一

九
三
五
）
　
の
こ
と
だ
っ
た
。

だ
が
、
徐
々
に
準
戦
時
下
体
制
へ
の

傾
斜
が
進
み
、
軍
が
社
会
保
健
省
案
を

提
出
し
、
結
果
的
に
は
昭
和
一
三
年
に

厚
生
省
の
誕
生
を
み
、
す
で
に
施
行
さ

れ
て
い
た
「
保
健
所
法
」
中
の
保
健
婦

の
誕
生
は
時
間
の
問
題
と
な
り
は
じ
め

た
。
戦
時
下
、
つ
い
に
国
策
の
一
環
と

し
て
保
健
婦
が
昭
和
〓
ハ
年
、
制
度
上

登
場
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
五
〇
年
後
の
今
日
、
一
九
七

八
年
の
ア
ル
マ
・
ア
タ
宣
言
以
来
、
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
は
、
西
暦

二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
世
界
中
の
人
び
と

に
良
好
な
生
活
を
、
と
い
う
人
道
的
目

標
を
め
ざ
し
て
国
際
的
な
活
動
の
展
開

が
な
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
社
会
の
到
来
、

低
医
療
費
政
策
へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
る

先
進
国
と
、
経
済
的
不
均
衡
に
あ
え
ぐ

後
進
諸
国
。
こ
の
新
た
な
非
常
事
態
の

中
で
、
い
ず
れ
も
保
健
婦
の
活
動
は
注

目
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
今
こ
そ
、

そ
の
歴
史
の
中
か
ら
多
く
の
教
訓
が
求

め
ら
れ
る
時
代
だ
と
い
え
よ
う
。
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日
杢
讃
歴
史
学
金
玉
甲
金
個
の
お
し
ら
セ

巻
頭
言
で
も
お
し
ら
せ
し
た
と
お
り

本
年
は
日
本
の
保
健
婦
が
誕
生
し
て
か

ら
五
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念
し
、

昨
年
の
大
会
で
予
告
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
保
健
婦
五
〇
年
記
念
」
を
メ
イ
ン
・

テ
ー
マ
と
し
て
企
画
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
会
員
外
の
方
々
に
も
保
健
婦
の
歴

史
に
関
心
を
お
持
ち
を
頂
け
る
よ
う
お

誘
い
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
会
の
大
会
は
関

西
・
関
東
地
区
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
中
間
点

で
あ
る
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
同
地
の
会
員
で
あ
る
大
平
政

子
氏
、
長
川
ト
ミ
ヱ
氏
、
山
田
童
子
氏

は
か
の
方
々
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

第
五
回
大
会
開
催
日
程

会
場
　
国
立
名
古
屋
病
院
管
理
棟

五
階
講
堂
と
会
議
室

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
四
－
一

－
一

（
〇
五
二
）
－
九
五
一
－
二
　
二

交
通
　
地
下
鉄
藤
ケ
丘
方
面
「
栄
」
下

車
、
同
名
城
線
乗
り
換
え
、
大

曽
根
方
面
「
市
役
所
」
下
車

徒
歩
約
二
分
。
（
会
場
案
内
図

な
ど
は
、
次
回
詳
報
予
定
）

期
日
八
月
二
四
・
二
五
日
（
土
・
日
）

参
加
費
四
千
円
（
両
日
有
効
）

第
一
日
日
（
八
月
二
四
日
・
土
）

12
時
開
場
・
受
付
開
始

13
時
～
1

4
時
3
0
分
講
演

元
聖
路
加
看
護
大
学
前
田
ア
ヤ
氏

1
5
時
～
i
6
時
研
究
発
表

1
6
時
～
1
7
時
総
会

18
時
～
2
0
時
懇
親
会

第
二
日
目
（
八
月
二
五
日
・
冒
）

10
時
～
1
2
時
分
科
会

13
時
～
1

4
時
分
科
会
活
動
報
告

14
時
3
0
分
～
1

6
時
講
演

元
大
阪
大
学
公
衆
衛
生
学
教
授

丸
山
博
氏

※
今
回
の
大
会
に
参
加
を
予
定
さ
れ

る
方
は
、
会
場
の
整
理
の
都
合
上
、

御
参
加
の
有
無
、
出
席
の
場
合
は
二

日
目
の
食
事
の
有
無
、
分
科
会
の
テ

ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
、
事
務
局
ま
で

御
一
報
下
さ
い
。

研
究
発
表
を
募
集
し
ま
す

来
る
第
五
回
大
会
第
一
日
目
の
研
究

発
表
会
の
報
告
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

奮
っ
て
御
応
募
下
さ
い
。

応
募
要
領

◆
　
研
究
テ
ー
マ
、
レ
ジ
ュ
メ
を
原
稿

用
紙
（
四
〇
〇
字
）
　
二
枚
以
内
に
ま

と
め
、
本
会
事
務
局
宛
に
郵
送
の
こ

と
。

◆
　
募
集
締
切
日
一
九
九
一
年
六
月

三
〇
日
　
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
　
採
否
の
発
表
　
本
会
報
第
十
号

紙
上
。
お
よ
び
、
本
人
通
知
予
定
。

◆
　
な
お
、
採
用
さ
れ
た
研
究
内
容
で

あ
っ
て
も
、
査
読
員
五
名
の
協
議
の

う
え
、
テ
ー
マ
・
内
容
等
に
つ
い
て

の
コ
メ
ン
ト
を
行
な
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
予
め
、
御
留
意
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
研
究
発
表
の
時
間
は
、
発

表
者
数
で
一
時
間
を
割
っ
た
も
の
と

し
ま
す
。
（
質
疑
応
答
の
時
間
を
含

む
）

◆
　
応
募
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ

と
。

分
科
会
、
話
題
提
供
へ
の
お
誘
い

現
在
、
七
分
科
会
が
活
動
し
て
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
、
新
し
い
研
究
領
域
の

分
科
会
が
誕
生
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

研
究
テ
ー
マ
の
下
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う

と
、
ぜ
ひ
名
の
り
を
あ
げ
て
下
さ
い
。

申
し
込
み
は
左
の
通
り
で
す
。

内
容
L
氏
名

2
．
研
究
テ
ー
マ

3
．
要
旨
と
呼
び
か
け

一
〇
〇
字
以
内

期
日
6
月
3

0
日
ま
で

宛
先
〒
3
3
8
浦
和
市
上
大
久
保
5

19

埼
玉
県
立
短
期
大
学
渡
部
尚
子

◆
　
保
健
婦
五
〇
年
記
念
テ
レ
カ
　
◆

日
本
看
護
歴
史
学
会
で
は
、
去
る
山

九
八
八
年
、
日
本
に
近
代
的
看
護
婦
が

誕
生
し
て
百
年
に
な
る
の
を
記
念
し
、

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
発
行
い
た
し
ま
し

た
が
、
今
回
も
「
保
健
婦
五
〇
年
」
を

記
念
し
、
再
び
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
作

製
・
発
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

出
来
上
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
御

紹
介
い
た
し
ま
す
。

テ
レ
カ
五
〇
度
数
　
予
価
九
百
円
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日本看護歴史学金1989年度会計報告

収　　　 入　　　 の　　　 部

項　　　 目 予　 算　 額 決　　 算　　 額 差　 引　 由

前年度繰越金 15 3．62 4 1 5 3，6 2 4 0

会　　　 費 5 1 0，0 0 0 42 9，0 0 0

88 会費 14人

89 会費 1 13人

（うち新規 9 人）

90 会費16人

143人×30 00

▲8 1，00 0

寄付金その他の

収入

10，0 0 0 7 3．9 2 9

広告料 2 0．0 00

寄付金 7，0 00

会誌売上 38．67 0

利子 8．2 5 9

63．9 2 9

合　　　 計 6 7 3，6 2 4 6 56．5 5 3 ▲ 17．0 7 1

（単位　門）

支　　 出　　 の　　 甲

項　　　 目 予　 算　 額 決　　 算　　 額 差　 引　 額

事 務 経 費 1 3 0 ，0 0 0 5 9．5 2 0 7 0 ．4 8 0

印 刷 費

通 信 費

事 務 用 品 費 等

（2 0．0 0 0 ）

（9 0．0 0 0 ）

（2 0 ．0 0 0 ）

（1 4，9 3 5 ）

（2 7．0 1 0 ）

選 管 費 用 （1 7，5 7 5 ）

幹 事 会 開 催 費 1 0 0 ．0 0 0 7 6 ，8 8 9 2 3 ，1 1 1

由 版 費 2 8 0 ．0 0 0 1 3 0．1 3 8 1 4 9 ．8 6 2

会 報 発 行 費 （10 0 ，0 0 0 ） （13 0．13 8 ）

内 訳

5 号 3 3 ．0 0 0

6 号 5 6 ．0 6 0

7 号 4 1．0 7 8

学 会 誌 発 行 費 （1 8 0．0 0 0 ） （0 ）

会 員 名 簿 費 2 0．0 0 0 1 2，3 6 0 7，6 4 0

総　 会　 費 5 0，0 0 0 5 0，0 0 0 0

分 科 会 経 費 2 0．0 0 0 2 0，8 6 3 ▲ 8 6 3

記 念 事 業 費 0 0 0

予　 備　 費 7 3，6 2 4 0 7 3 ．6 2 4

合　　　 計 6 7 3，6 2 4 3 4 9 ．7 7 0 3 2 3 ，8 5 4

次年度への繰越額　　実収入額656，553円一実支出額349．770円＝306，783円

監査の結果，上記計算書は日本看護歴史学会の平成元年度の収支を適正に表示していることを認める。

会計監査　　松　田　比佐子　⑳

日本看護歴史学会1990年度予算

収　　　 入　　　 の　　　 部

項　　　 目 予　 算　 額 摘　　　　 要 前年度予算額

前年度繰越金 3 0 6．78 3 15 3．6 24

会　　　 費 4 5 0．0 00 150 人×3．000 1■■－・l・－・ 5 －0．00 0

170 人×3．nO0

－－－－■■■■■■■■■■■■■－‾一■●→
寄付金その他の

収入
1 0，0 0 0

t■■■■J■■疇■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■一一一■■－■－■■■■■－■・■－▲■■1■■

10．0 0 0

合　　　 計 7 66．7 8 3 67 3．6 2 4

88－034　87－140

88－035　87－148

87－157

87－158

87－161

88－002

88－005

88－007

88－008

88－00988－01288－01588－02088－02688－033

87－069

87－075

87－076

87－079

87－083

87－085

87－087

87－092

87－099

87－日287－11387－11587－11687－12787－132

87－015

87－016

87－018

87－027

87－028

87－031

87－039

87－041

87－049

87柵05687－r）5987－06387－06587－06787－068

平成2年8月16日

甲　斐　通　子　⑳

（単位　円）

支　　　 出　　　 の　　　 部

庖　　 日 予　 算　 額 摘　　　　 要 前 年 度 予 算 額

事 務 経 費 8 0 ，0 0 0 1 3 0 ．0 0 0

印　 刷　 費 （2 0 ，0 0 0 ） （2 0．0 0 0 ）

通　 信　 費 （4 0 ．0 0 0 ） （9 0．0 0 0 ）

事 務 用 品 費 等 （2 0 ．0 0 0 ） （2 0．0 00 ）

幹 事 会 開 催 費 1 0 0 ．0 0 0 3 咋 ／ 日 日1 1 0 0 ，0 0 0

山 版 普 3 0 0 ．O r）0

咋 3 回

2 8 0 ．0 0 （）

会 報 発 行 欝 （12 0 ．0 0 0 ） （10 0 ．0 0 0 ）

学 会 誌 発 行 徴 （1 8 0 ，0 0 0 ） 咋 1 回 （18 0 ．0 0 0 ）

金 鳳 名 簿 丹 n

l一一　‾▲　　　‾・一－

2 0 ，0 0 0

総 会 鱒 5 0．0 0 0 r5 0 ，（）0 0

分 科 会 経 費 2 0．0 0 0 2 0 ．0 0 0

予 備 費 2 1 6．7 8 3 前 年 度 学 会 誌 発 行

費 （1 8 万 「rD 未

執 行 分 含 む

7 3 ．6 2 4

　　 －■■■■■■■－■■■■l■l■－■■■l■一合　　 計 7 6 6．7 8 3 6 7 3 ．6 2 4
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一

一
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な
お
、
規
約
第
6
条
に
よ
り
三
年
描
納
の
場
合
退
会

と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
こ
注
意
下
さ
い
。

参
考
ま
で
に
8
9
年
度
会
費
未
納
者
番
号
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

本
会
は
、
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
論

文
発
表
の
域
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
活
動

と
と
も
に
会
費
納
入
も
お
願
い
し
ま
す
。

87－081　87－017

87－－103　87－020

87仙ln4　87－043

87－1（）5　87－047

87－106　87－051

87－107　87－053

87－108　87－054

87－111　87－058

87－血129　87－061

87－－131　87－n6487－136　87岬∩7287－139　87－－07387－142　87－一07487鵬143　87…07787－146

三
年
間
の
会
費
未
納
者
は
32
名
、
二
年
間
未
納
者
は

79
名
と
そ
れ
ぞ
れ
14％
、
3
5
％
（
9
1
・
5
・
2
現
在
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

8
8
年
度
会
費
未
納
の
方
の
会
員
番
号
は
次
の
通
り
で

す
い 会

費
振
込
み
は

京
都
1
－
五
二
l
八
五
　
へ

（
参
考
）
　
三
年
滞
納
者
番
号

（年会費　3，000円）3



第9号　　　　　　　　日本看護歴史学会会報　　　　　　　1991年5月31日

テレカ販売収支決算報告（単位　円）　　　写真展会計報告（単位　円）

′88　3．8　本会より　　　　　100，000

7．13　京都府看護協会　　　200，000

（協力金）

2月8へ4／1　寄附金　　　　　1，125，645

写　真　展収支決算

収　入　総　計　　　　　　　1，425，645
支　出　　〝　　　　　　　　　909，444

516，201額

0
　
6

1

　

7

3
　
3

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

6

　

2

32
1

3

収入の部
テレカ売上代金
預　金　利　子

小　　　　計　　　　　3，238，686
部支出の

製　　作　　費　　　　　　　31，765
通　　信　　費　　　　　　　　8，775
N T T支払　　　　　2，581，800

616，346

看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ
み
写
真

展
の
会
計
報
告
に
つ
い
て

去
る
一
九
八
八
年
、
近
代
看
護
婦
発

祥
百
年
を
記
念
し
て
本
会
が
開
催
し
た

標
記
の
写
真
展
は
、
既
報
の
よ
う
に
成

功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
決
算
報
告
は
、
昨
年
夏
の
本
会
総

会
の
席
上
で
行
な
い
、
皆
様
方
の
御
承

認
を
得
て
お
り
ま
す
。
尚
、
残
額
約
五

一
万
円
は
、
記
念
ア
ル
バ
ム
作
成
を
求

め
る
声
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

製
作
費
と
し
て
運
用
し
、
写
真
展
に
寄

附
金
を
お
寄
せ
頂
い
た
方
々
　
（
二
千
円

以
上
）
　
に
お
贈
り
す
る
と
と
も
に
、
残

部
を
一
部
七
百
円
で
お
頒
け
し
て
い
ま

す
こ
と
を
補
足
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

故
洲
脇
絢
子
氏
の

遺
稿
集
に
つ
い
て

昨
年
六
月
六
日
、
本
会
幹
事
で
あ
っ

た
洲
脇
絢
子
氏
が
四
八
歳
の
若
さ
で
昇

天
さ
れ
ま
し
た
が
、
病
床
に
あ
る
氏
は

ず
っ
と
自
分
史
を
出
版
す
る
こ
と
を
希

わ
れ
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
原
稿
を
書

か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
看
護
の
科
学
社

よ
り
『
病
め
る
人
々
へ
の
テ
ス
タ
メ
ン

ト
ー
が
ん
で
逝
っ
た
看
護
婦
』
　
（
一
四

〇
〇
円
）
と
し
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

テ
レ
カ
発
行
の
会
計
報
告

額
　
看
護
婦
百
年
記
念
テ
レ
カ
の
作
製
販

売
に
つ
い
て
の
収
支
決
算
報
告
は
上
記

の
と
お
り
で
す
。
尚
、
当
初
の
予
定
が

大
幅
に
変
更
し
、
発
行
枚
数
四
千
枚
と

な
り
、
収
益
約
六
一
万
円
を
得
る
に
至

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例

残
　
え
ば
、
今
回
の
保
健
婦
五
〇
年
記
念
事

業
等
に
対
す
る
別
会
計
用
と
し
て
運
用

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史

学
会
会
報
第
九
号

発
行
責
任
者

〒
摘
大
阪
市
住
吉
区
帝
塚
山
東
二
⊥

－
四
一

大
阪
府
立
看
護
短
期
大
学
内

依
田
　
和
美

編
集
責
任
者

亀
山
美
知
子
・
青
木
う
め
子

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

〒
61
5
京
都
市
右
京
区
西
院
月
双
町

二
一
マ
ン
ハ
イ
ム
五
条
三
〇
九

亀
山
方

ナ
　
ー
　
ス
　
切
　
手
　
帳

㊥
世
界
の
切
手
に

描
か
れ
る
看
護
婦
の
姿
㊥

元
成
田
赤
十
字
病
院
名
誉
院
等
稿

渡
遵

B
5
判
′
定
価
二
、
二
二
〇
〇
円

世
界
各
国
で
発
行
さ
れ
た
ナ
ー
ス
切

手
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

渡
連
進
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら

美
し
く
価
値
の
あ
る
も
の
を
選
び
、
病

院
内
看
護
な
ど
世
界
の
看
護
婦
さ
ん
の

活
躍
す
る
姿
を
分
類
、
ノ
ー
ト
型
式
に

編
集
。
看
護
歴
史
の
研
究
者
、
現
職
の

ナ
ー
ス
、
看
護
学
生
な
ど
必
見
必
読
の

書
。
乞
′
ど
購
読
を

㊥
高
山
盈
の
生
涯

A
5
判
′
一
、
五
〇
〇
円

～
心
の
色
は
赤
十
字
・

初
代
の
看
護
婦
監
督
～

前
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
図
書
係
長

本
会
会
員
　
　
吉
川
　
龍
子
著

日
本
赤
十
字
看
護
婦
の
育
成
に
努
め

日
清
戦
争
・
北
清
事
変
の
戦
時
救
護

に
取
締
と
し
て
従
事
し
、
看
護
婦
の

社
会
的
評
価
を
高
め
る
の
に
尽
力
し

た
女
性
の
伝
記
。
　
　
そ
う
せ
い
L
i
だ
う

蒼
生
書
房

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
－

二
　
山
崎
ビ
ル

電

話墨

ざ
・
・
・
j
「
一
●
l
一
r
l
l
l
l
一
一
●
－
！
●
●
●
1
！
●
●
・
i
・
・
j
f
l
l
r
l
－
t
●
f
l
事
t
l
●
暮
雪
●
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